


・2014年3⽉期の上期決算のご報告と事業戦略および今年度の⾒通しについてご
説明いたします。





・連結売上⾼は、前年同期に⽐べ15％増の1,193億円になりました。

・デバイス事業は、前年度に引き続き通信モジュール向けの特定⽤途ICが好調を維
持し、またPCおよび周辺機器向けのメモリーも売り上げが増加しました。
・⼀⽅、システム事業は、科学機器が減少したものの、試験計測機器で、半導体⾮
破壊検査装置の増加や持ち分法適⽤会社の⼦会社化により売上が増加しました。
・販管費は、⼈件費を中⼼に前年同期⽐で2％の削減を図りました。

・その結果、営業利益は126%増の11億円、経常利益も3倍増の11億円になりま
した。
・上期に経常利益10億円を超えたのは2008年3⽉期以来、6期ぶりとなります。



・デバイス事業の売上は、前年同期⽐17%増の1,049億円となりました。

・メモリーICは、PCおよび周辺機器向けのDRAMやフラッシュメモリーが増加しました。
・マイクロプロセッサの減少は、国内向けのスマートフォンやOA機器向けの減少によるも
のです。
・特定⽤途ICの⼤幅な増加は、通信モジュール向けの需要増によるものです。



・⽤途別の動向ですが、通信機器は、通信モジュールやスマートフォン向けが増加しま
した。
・コンピュータ・OAは、PCおよび周辺機器向けが⼤幅に増加しました。
・⾃動⾞は、ナビゲーションやエンジンコントロール向けが増加しました。

・以上の結果、売上構成⽐では、通信機器が43％、⺠⽣機器が26％、コンピュータ
・OAが14%、⾃動⾞向けが9 %となっております。



・システム事業は、売上は前年同期⽐3%増の144億円となりました。

・試験計測機器は、スマートフォンやタブレット⽤の電⼦部品検査装置が減少したもの
の、半導体⾮破壊検査装置の売上が増加しました。
・科学機器は、パワー半導体製造⽤の薄膜装置が減少しました。
・レーザ機器の増加は、光通信コンポーネントの増加によるものです。



・経常利益の増減要因についてご説明いたします。

・売上総利益は、前年同期に⽐べ4億増加し84億円となりました。
・売上総利益率は、利益率の低い商品が増加したことにより、7.8％から7.1％になり
ました。
・販管費は、⼈員減などにより2億1千万円減少、営業外損益は、持ち分法投資利
益の増加や⽀払利息の減少等により1億3千万円改善しました。

・以上の結果、経常利益は11億円となりました。



・貸借対照表の主要科⽬についてご説明いたします。

・総資産は、前年度末に⽐べ85億円の増加となりました。
・これは、主に売上債権や現預⾦の増加によるものです。
・負債につきましては、仕⼊債務の増加により、前年度末に⽐べ66億円増加しました
。



・キャッシュフローの状況ですが、当上期の営業キャッシュフローは、21億円の資⾦の流
⼊となりました。
・これは主に、税⾦等調整前四半期純利益と仕⼊債務の増加によるものです。
・投資キャッシュフローは、1億円の流出となり、この結果、フリーキャッシュフローは20億
円になりました。
・財務キャッシュフローは、2億円の資⾦の流出となりました。

・以上の結果、現⾦及び現⾦同等物の期末残⾼は197億円となりました。



・デバイス事業、システム事業それぞれの事業戦略・重点施策の進捗についてご説明
いたします。



・デバイス事業は、ご覧の３つの施策に取り組んでおります。

・「ベースビジネスの拡⼤」では、サプライヤが重視する指標をKPI化し、戦略共有を深
めるとともに、安定成⻑が⾒込まれる⾞載や産業機器向け市場への販売強化と、海
外での拠点展開、サービス拡充に取り組んでおります。

・「Demand Creation機能の強化」については、新規案件の開発やデザインインの
獲得を加速するため、納期管理などの営業機能とデマンドクリエーション機能を分離し
、技術サポートを⾏うFAEについてもアプリケーション、テクノロジ別に再配置して販売
体制を強化しました。

・「新規商材の開発推進」では、“基板に搭載される全ての部材を取り扱う”をスローガ
ンに、カスタム、ネットワーク向けの半導体や環境関連商材、プリント基板や電⼦部品
などの収益性の⾼い新規ビジネスの⽴ち上げ・育成を進めております。



・デバイス事業の施策の進捗ですが、まず「ベースビジネスの拡⼤」については、圧倒的
なラインナップを持つアナログICを中⼼に、豊富な商材と⻑年培った技術サポート⼒を
もとに顧客ニーズの深耕を進めております。

・⾞載向けに関しては、ご覧のグラフの通り売上が順調に拡⼤、今後も⼀層の伸⻑が
⾒込める状況にあります。

・グローバル市場においても、2014年1⽉に丸⽂アローインドネシアを新たに開設し、
現地に進出している⾃動⾞関連メーカーへのサポートを強化する予定です。



・「Demand Creation機能の強化」については、ご覧の図の様に「Demand 
Creation」と「FAE」ならびに「アカウント営業」が連携しサポートを展開しております。

・お客様が開発するアプリケーションごとに最適な商材を組み合わせ、シグナルチェーン
全体を提案、プロジェクトの進捗管理を徹底するとともに、アプリケーション開発を⽀援
するオリジナル評価ボードの製作といった活動を通じて、1案件あたりの採⽤点数の増
加を強⼒に推進しております。



・「新規商材の開発推進」については、OpenSilicon社のASICで⼤型案件が量産
に向け順調に進んでおり、TI社やFreescale社のプロセッサとのインターフェイスに強み
を持つQuickLogic社のカスタム製品やIDT社のタイミングデバイスもラインカードに追
加しました。

・環境ビジネスでは、今年の春、農地を利⽤して太陽光発電を⾏ういわゆる「営農型
発電設備」の設置が認められたのを機に、NexPower社の太陽光パネルに、周辺シ
ステムや施⼯・保証等をパッケージ化したサービスの提供を始めました。

・電⼦部品についても、丸⽂アローで既に取扱い実績のあるMolex社コネクタの国内
販売を開始しました。海外での実績を元に垂直⽴ち上げを図っていく考えです。



・システム事業では、これまでの「マーケットイン」の戦略をさらに⼀歩推し進めて、個々
のお客様のニーズに応じてソリューションやサービスを提供する「カスタマーイン」の思想で
収益性の⼀層の向上とビジネスの安定化を図ることとしました。
・ご覧の製品分野ごとに、お客様が求める商品の品揃えを増強するとともに、システム
インテグレーションやエンジニアリングサービスの強化による差別化に取り組み、お客様と
の関係強化を図っております。

・試験計測・科学機器では、ハイブリッドや電気⾃動⾞向けの組⽴・検査装置ならび
に半導体⾮破壊検査システムの販売を推進しております。
・レーザ・情報機器においては、ネットワーク機器で通信インフラや⾦融市場のお客様
を深掘りするとともに、産業⽤加⼯レーザでもお客様仕様に合わせたOEM製品の供
給に注⼒しております。
・航空宇宙機器では、航空・防衛機器向けの⾼信頼性デバイスや各種のセンサ、解
析装置などのラインナップの拡充に取り組んでおります。



・システム事業における上期の取り組み状況はご覧のとおりです。

・エンジニアリングサービスを提供する⼦会社のフォーサイトテクノでは、校正能⼒と品質
の国際標準規格である「ISO/IEC17025」の認定を取得、加速度センサの分野で、
国際規格に準拠した校正サービスを実施できる体制が整いました。
・国内でこの認定を取得している企業はまだ数社しかなく、加速度センサを校正後に
輸出するお客様や、より信頼性の⾼い校正を必要とするお客様から多くの引き合いを
いただいております。

・システムインテグレーションの⾯では、半導体や電⼦部品の不具合検査を⾏うお客
様に対して、⾚外線検査装置とX線CT検査装置を組み合わせた⾮破壊検査システ
ムの提案を進めております。
・このシステムでは、故障部位を⾚外線検査で特定し、その部位をX線CT検査で解
析することで、従来⼿法で30時間を要していた検査時間を30分へと⼤幅に短縮し、
尚かつ検査精度の向上も実現しました。この点がお客様にも⾼く評価され、受注が拡
⼤しております。



・ご説明いたしました事業戦略に基づく今年度通期の⾒通しについてご説明いたしま
す。





・通期の業績予想につきましては、5⽉8⽇に発表した予想値を上⽅修正いたしまし
た。

・売上⾼は期初予想に⽐べて12％増、275億円の増収となる⾒込みです。
・これは主に、通信モジュール向けの特定⽤途ICやメモリーICが好調に推移しているこ
とによるものです。
・売上総利益率は低下を⾒込むものの、売上増に伴って営業利益、経常利益とも期
初予想を上回る⾒通しです。

・前年度⽐で⾒ますと、連結売上⾼は14%増の2,530億円、営業利益は17%増
の35億円となる⾒通しです。
・経常利益も34%増の33億円と、5期連続の増益となる⾒込みです。



・事業セグメント別の売上⾒通しについてですが、デバイス事業では、前年度に⽐べ
275億円増の2,148億円を予想しております。

・メモリーICは、PCおよび周辺機器向けのDRAMやフラッシュメモリーの増加を⾒込ん
でおります。
・特定⽤途ICは、通信モジュール向けの⼤幅な増加を⾒込んでおります。
・⼀般部品では、TV向け液晶パネルやスマートフォン向けのプリント基板が増加する
⾒通しです。



・システム事業については、前年度に⽐べて52億円増の382億円の売上を⾒込んで
おります。

・試験計測機器は、持分法適⽤会社の⼦会社化による増加分20億円を含め、34
億円の増収となる⾒込みです。
・科学機器は、パワー半導体製造⽤薄膜装置の減少を⾒込んでおります。
・医⽤機器は、⼈⼯透析⽤機材や画像診断装置などの⼤型医⽤機器の増加を⾒
込んでおります。



・経常利益の増減要因についてはご覧のとおりです。

・売上総利益については、前年度より4億円の増加を⾒込んでおります。
・販管費は、⼈件費が減少する⼀⽅で、⼦会社増加による経費増を⾒込み、前年
度並みとなる⾒通しです。
・営業外損益では、⽀払利息の減少等で前年度より3億円の改善を⾒込んでおりま
す。

・以上の結果、前年度より8億円増の33億円の経常利益を予想しております。



・ご説明した業績⾒通しにより、株主の皆様への利益還元については、配当⾦は期
初予想に⽐べて1円増配し、年16円を予定しております。



・最後に、私が⽬指す丸⽂グループの姿についてお話しいたします。
・ここ数年の景気の低迷と、グローバル市場での競争激化により、エレクトロニクス関連
企業の経営は⾮常に厳しさを増しております。
・私はこのような環境を勝ち抜くため、丸⽂グループの総⼒を結集し、ご覧の施策に取
り組んでいきたいと考えております。
・ベースビジネスの拡⼤については、先ほど事業戦略でご説明したとおり、技術⼒の⾼
度化を含めたデマンドクリエーション機能の強化に取り組み、顧客の深耕、商権の拡
⼤を進めてまいります。
・ターゲットとする市場については、今後成⻑が⾒込まれる通信、⾞載、産業機器、環
境、医療分野への取り組みを強化していきたいと考えております。⼈的リソースを重点
配置し、この分野での関連商材の新規開発、⽴ち上げを加速させてまいります。
・またグローバル対応では、丸⽂アローとの連携のもと、現地デザインインの強化や、顧
客のグローバル展開へのスピーディな対応により、シェアの向上を図るとともに、システム
事業でも海外でのエンジニアリングサポートの強化を推進します。
・以上の活動をベースとし、丸⽂グループとしての差別化、すなわち、デバイス事業とシ
ステム事業が⼀体となった組織運営で、⼈材・情報・ノウハウを共有、融合することに
より、点から⾯への相乗効果を創出し、当社独⾃の差別化を進めてまいります。
・これらの取り組みにより、経営の安定性と収益性を⾼め、丸⽂グループを持続的な
成⻑が図れる筋⾁質な企業へと変⾰を図っていきたいと考えております。



 
参考情報 
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会社概要 

 設立 1947年7月 

 資本金 62億円 

 事業内容 最先端エレクトロニク
ス機器・部品の販売 

 本社所在地 東京都中央区日本橋 
大伝馬町8-1 

 連結売上高 2,202億円（2013年3月期） 

 従業員数 1,271人 

売上高 
デバイス事業 85.0% 
システム事業 15.0% 
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13/3月期

セグメント別

構成比

営業利益 
デバイス事業 54.2% 
システム事業 45.8% 
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（2013年9月末現
在） 



事業の変遷 

国内 海外 

1844 
現本社所在地で呉服問屋「堀越」（屋号「丸文」）を創業 

2013 
北信理化を子会社化 

1897 
呉服問屋を停止し、資産管理を目的に堀越事務所を設立 

1947 
機械器具、日用雑貨類の販売と輸出入を目的に丸文株式会社を設立 

1985 
物流機能強化のため、物流センターを設置 

1997 
東京証券取引所市場第二部上場 

1952 
Rocke International社と代理店契約し、独自での米国製機器
の輸入販売を開始 

1968 米国駐在事務所を設置 

1988 シンガポールに現地法人を設立 

1989 台湾に現地法人を設立 

1994 香港に現地法人を設

立 

1999 
米国Arrow Electronics社と折半出資で
Marubun/Arrow USA,LLCを設立 

1998 
米国Arrow Electronics社との折半出資で
Marubun/Arrow Asia,Ltd.を設立 

2001 
東京証券取引所市場第一部上
場 

2005 
株式取得により、丸文セミコンを子会社化 
神戸支店を分社し、丸文ウエストを設立 
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1965 
Texas Instruments社製集積回路を国内で初めて輸入販
売 1961 

金沢支店を分社し、丸文通商を設立 

2007 
フォーサイトテクノを子会社化 

2001 タイに現地法人を設

立 

2002  

2006 マレーシアに現地法人を設立 
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（2013年10月末現在） 

フィリピン、上海に現地
法人を設立 

中長期業績トレンド 
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日系電子機器メーカーへの海外展開サポート推進により海外売上高比率が増加 



国内ネットワーク 

丸文株式会社 

本社(東京都中央区) 

丸文通商株式会社(本社:金沢
市) 

丸文ウエスト株式会社(本社:神戸市) 

株式会社フォーサイトテクノ 
(本社:東京都江東区) 

丸文セミコン株式会社(本社:東京都港区) 

南砂テクニカルセンター(東京都江東区) 

南砂物流センター(東京都江東区) 

東日本物流センター(成田市) 

大宮支店 

立川支店 

松本サテライトオフィス 

中部支社(名古屋市) 

関西支社(大阪市) 

宇都宮カーエレクトロニクスオフィス 

姫路カーエレクトロニクスオフィス 

大阪支店 
名古屋営業所 

金沢支店 
富山支店 
福井支店 
松本支店 
長野営業所 

七尾営業所 
多摩営業所 
白山センター 
東京出張所 
甲府営業所 

九州サテライトオフィス(福岡
市) 

支社、支店、営業所 

物流センター 

関係会社 

浜松サテライトオフィス 

広島サテライトオフィス 

姫路営業所 

北陸営業所(白山市) 

三島サテライトオフィス 

Copyright © 2002-2013 MARUBUN CORPORATION All Rights Reserved. 

株式会社北信理化(本社:長野市) 
松本支店 
甲府営業所 

株式会社池田医療電機(本社:新潟
市) 
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（2013年10月末現在） 

グローバル・ネットワーク（2013年10月末現在） 

丸文株式会
社 

その他 Marubun/Arrow USA, LLC. Marubun/Arrow Asia, Ltd. 

Marubun/Arrow Shanghai Co., Ltd. 
（中国・上海） 

Marubun Arrow (Thailand) Co., 
Ltd (タイ・バンコク) 

Marubun Semicon (Shanghai) Co., 
Ltd. (中国・上海) 

Marubun/Arrow (HK) Ltd.  
(中国・香港) 

Marubun Arrow (M) SDN BHD. 
(マレーシア・ペナン) 

Marubun/Arrow (S) Pte Ltd.  
(シンガポール) 

中国・大連 

中国・南京 

中国・深セン 

マレーシア・クアラルンプール 

Marubun/Arrow Asia, Ltd. 

Marubun/Arrow (Phils) Inc  
(フィリピン・マニラ) 

Marubun/Arrow USA, LLC. 
(本社：サンタクララ) 

Marubun Taiwan, Inc. 
(台湾・台北) 

Marubun Semicon (H.K.) Ltd. 
(中国・香港) 

丸文株式会社 

デンバー 

シカゴ 

デトロイト 

アトランタ ダラス 

サンディエゴ 

フットヒルランチ 

丸文セミコン株式会社 シンガポール支
店 
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 海外サプライヤを中心とした豊富な品揃え 

 米国アロー社との提携によるグローバルネットワーク 

 強い顧客基盤 

デバイス事業：特徴と強み 
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当社の 
機能 

仕
入
先 

顧
客 

発注 

仕入 

受注 

販売 

品揃え 

デザイン活動 

テクニカルサポート 

グローバルサポート 

情報収集・ 
マーケティング 

物流管理 

デバイス事業 
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デバイス事業：グループ会社概要 

* Marubun/Arrow USA、FTS㈱は持分法適用関連会社 

社  名 本  社 設立年月 出費比率 事  業  内  容

丸文セミコン株式会社 東京都港区 2005年3月 100.0%

Marubun Semicon (Shanghai) Co., Ltd. Shanghai, China 2005年3月 100.0%

Marubun Semicon (H.K.) Ltd. Hong Kong, China 2010年1月 100.0%

Marubun USA Corporation California, U.S.A. 1983年10月 100.0% 丸文アローUSAの持株会社

Marubun Taiwan, Inc. Taipei, Taiwan 1989年11月 100.0% 台湾製デバイスの仕入販売

Marubun/Arrow Asia, Ltd. Hong Kong, China 1998年10月 50.0%
丸文アローシンガポール、

丸文アロー香港の持ち株会社

Marubun/Arrow (S) Pte Ltd. Anson Road, Singapore 1988年3月 50.0%

Marubun/Arrow (HK) Ltd. Hong Kong, China 1994年8月 50.0%

Marubun Arrow (Thailand) Co., Ltd. Bangkok, Thailand 2000年10月 50.0%

Marubun/Arrow (Phils), Inc. Laguna, Philippines 2001年10月 50.0%

Marubun Arrow (M) SDN BHD Penang, Malaysia 2006年6月 50.0%

Marubun/Arrow (Shanghai) Co., Ltd. Shanghai, China 2002年9月 50.0%

Marubun/Arrow USA, LLC* California, U.S.A. 1998年11月 50.0%

FTS株式会社* 東京都豊島区 2006年11月 29.3% 半導体の研究・開発、開発支援

サムスン電子製半導体・電子部品の

仕入販売

海外進出した日系企業への

半導体・電子部品の仕入販売
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デバイス事業：主要取扱い製品（用途別） 
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デバイス事業 
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通
信

機
器

民
生

機
器

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

&
 O

A

自
動

車

産
業

機
器

半導体 

アナログ ● ● ● ● ●

ディスクリート ● ● ● ●

標準ロジックIC ● ● ● ● ●

DRAM ● ● ● ●

フラッシュ ● ● ●

MPU、MCU ● ● ● ● ●

DSP ● ● ● ●

ASSP ● ● ●

ディスプレイ・ドライバ ● ● ●

DMD ● ● ●

LED ●

カスタムIC ● ● ● ●

一般部品  

● ● ● ●

有機EL ● ●

● ● ● ●

●

液晶パネル

水晶デバイス

ボードコンピュータ

用　　途

アナログIC

メモリーIC

マイクロ

プロセッサ

特定用途IC 通信機器

40.3%

民生機器

26.7%

コンピュータ

＆OA

14.1%

自動車

9.7%

産業機器

その他

9.2%

13/3月期

デバイス事業

用途別売上高

187,247百万円

デバイス事業：主要取扱い製品（サプライヤ別） 
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旭
化

成

マ
イ

ク
ロ

デ
バ

イ
ス

IS
S
I（

米
国

）

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル

レ
ク

テ
ィ

フ
ァ

イ
ア

ー

（
米

国
）

エ
マ

ソ
ン

（
米

国
）

サ
ム

ス
ン

電
子

（
韓

国
）

セ
イ

コ
ー

エ
プ

ソ
ン

テ
キ

サ
ス

・

イ
ン

ス
ツ

ル
メ

ン
ツ

（
米

国
）

ト
ラ

イ
ク

イ
ン

ト
（

米
国

）

フ
リ

ー
ス

ケ
ー

ル
（

米
国

）

ブ
ロ

ー
ド

コ
ム

（
米

国
）

マ
キ

シ
ム

（
米

国
）

半導体 

アナログ ● ● ● ● ●

ディスクリート ● ● ●

標準ロジックIC ●

DRAM ● ●

フラッシュ ●

MPU、MCU ● ● ●

DSP ● ● ●

ASSP ● ● ● ● ● ● ●

ディスプレイ・ドライバ ● ● ●

DMD ●

LED ●

カスタムIC ● ● ● ●

一般部品  

●

有機EL ●

●

●

サプライヤ　（五十音順）

マイクロ

プロセッサ

特定用途IC

液晶パネル

水晶デバイス

ボードコンピュータ

アナログIC

メモリーIC



 ハイエンド市場で、技術優位性の高い電子機器・部品を提供 

 システム提案から据え付け保守まで、一貫した高レベルの技術サポート 

システム事業：特徴と強み 

発注 

仕入 

受注 

販売 

 開発協力 

 技術サポート 

 コンサルテーション 

 マーケティング 

仕
入
先 

顧
客 

操作トレーニング 

システムメンテナンス 

リペア 

校正 

当社グループの機能 

システム事業 
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システム事業：グループ会社概要 

※ 持分法適用関連会社 

社  名 本  社 設立年月 出費比率 事  業  内  容

丸文通商株式会社 石川県金沢市 1961年3月 100.0%
医用機器、試験計測機器及び

電子部品の仕入販売

株式会社　北信理化 長野県長野市 1951年11月 100.0% 試験計測機器の仕入販売

株式会社　池田医療電機* 新潟県新潟市 1961年8月 41.0%
医用機器などの販売・修理・

メンテナンス

丸文ウエスト株式会社 兵庫県神戸市 2005年5月 100.0% 試験計測機器の仕入販売

株式会社　フォーサイトテクノ 東京都江東区 1999年3月 51.0%
機器の据付・保守を含めた

エンジニアリングサービス提供

Copyright © 2002-2013 MARUBUN CORPORATION All Rights Reserved. 
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* ㈱池田医療電機は持分法適用関連会社 



システム事業：主要取扱い製品 
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分野 主要取扱商品 主要仕入先

高信頼性部品、計測・センサ
Tele Communication Systems、

Plascore、Lavision

航空関連機器

高周波電子機器
AAI、CPI、L3 Communications

検査装置・試験計測器
ユニハイトシステム、アキム、

DCGシステムズ、Chroma

製造装置・組立装置
セイコーエプソン、Aurigin

Technology、日本アビオニクス

科学機器
MOCVD装置

in-situモニタリングシステム
AIXTRON、LayTec

半導体レーザ・レーザ加工機
Laserline、nLight、

OSI Laser Diode

ネットワーク・光学部品
Symmetricom、Calnex Solutions、

EXFO、Excelitas Technologies

画像診断機器
島津製作所、シーメンスジャパン、

コニカミノルタヘルスケア

人工透析機器
日機装、旭化成メディカル、

カネカメディックス

医用機器

試験計測機器

航空宇宙機器

レーザ機器

システム事業 

38 

航空宇宙機器

14.7%

試験計測機器

29.9%

科学機器

8.0%

レーザ機器

9.1%

医用機器

38.3%

13/3月期

システム事業

品目別売上高

32,953百万円

3,768 3,718
3,570

3,713 3,635
3,638

7.6%
7.0% 6.5%

6.0% 6.5% 5.7%

0.0%

10.0%

20.0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

販売管理費 売上高販管費率
（百万円）

3,718 3,713
3,635

3,768
3,570

業績四半期推移（売上高・売上総利益・販売管理費） 
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49,687

53,350
54,877

62,285

55,796

63,576

7.6% 7.9%
7.4%

9.2%

7.0% 7.1%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

売上高 売上総利益率

（百万円）
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業績四半期推移（事業別受注高・事業別売上高） 

事業別受注高 事業別売上高 
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43,413
46,329 45,220

52,411
55,697 54,890

8,167
8,881

7,886

8,181

10,673 10,355

51,581

55,210
53,107

60,593

66,371 65,246

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

デバイス事業 システム事業

（百万円）

44,536 44,546
48,223 49,941 50,550

54,399

5,151
8,804

6,654

12,343
5,246

9,177

49,687

53,350
54,877

62,285

55,796

63,576

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

デバイス事業 システム事業

（百万円）
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業績四半期推移（デバイス事業：品目別売上高） 

7,140 6,966 6,869 7,968 6,571 7,621

687 635 547
621

842 589
5,017 6,138 7,374

9,254
8,376

8,869
3,461 3,173

3,119

3,328
2,729

2,680

16,473
18,051

20,616
17,865 22,750

22,453

3,749
2,568

3,151 3,040
2,163

3,431

7,931 6,893

6,501
7,877 6,966

8,482

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

一般部品

カスタムIC

特定用途IC

マイクロプロセッサ

メモリーIC

標準ロジックIC

アナログIC

（百万円）

44,536 44,546

48,223
49,941 50,550

54,399
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業績四半期推移（デバイス事業：用途別売上高構成比） 
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34.8%
42.0% 43.3% 40.9%

46.3%
40.6%

31.6%

27.4% 25.7%
22.4%

24.4%
27.6%

12.1%
13.8% 14.3%

16.0%

13.6% 15.5%

9.5%

9.7% 9.1%
10.4%

9.0% 9.2%

12.0%
7.0% 7.5% 10.4%

6.7% 7.1%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

産業機器その他

自動車

コンピュータ & OA

民生機器

通信機器
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業績四半期推移（システム事業：品目別売上高） 

639
1,302 978

1,912

605 1,046

1,565

2,673

2,087

3,543

1,835

3,192
112

640

602

1,266

43

73

537

719

656

1,085

681

984

2,299

3,470

2,330

4,538

2,082

3,881

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3月期 14/3月期

医用機器

レーザ機器

科学機器

試験計測機器

航空宇宙機器

（百万円）

5,151

8,804

6,654

12,343

5,246

9,177
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本資料お取扱い上のご注意 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な重要な要素により異なる可能性

が ありますことをご承知おきください。 

丸文株式会社 経営企画部 

TEL 03-3639-3010 

E-mail ir@marubun.co.jp 

本資料に関するお問い合わせ 
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